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ライブイメージングで迫る植物の感覚

道端に生えている草花や畑で育てられている野菜は、踏みつけられ
ても、虫にかじられても何も感じていないように見えます。しかし
実際には、外界からの刺激や情報を鋭敏に感知し、瞬時に反応して
います。例えば、植物には神経や脳はありませんが、傷つけられた
ことを感じて、その情報を全身へ伝えることができます。オジギソ
ウやハエトリソウとのような「動く植物」は、触れられた刺激に反
応して瞬時に葉を閉じることができます。さらに植物は、傷ついた
部位から揮発性物質（匂い）を空気中に放出し、近くの別の個体に
危険を知らせることもできます。近年、バイオセンサーや蛍光顕微
鏡といったイメージング技術の進歩により、これまで見えなかった
植物の内部の情報伝達や植物間コミュニケーションが可視化されつ
つあります。本講演では、最新のライブイメージング技術によって
明らかになった植物の驚くべき“感覚”について紹介します。
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